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概　　　要

G01-001 幼

架け橋期のカリキュラムの開発・実施に向けて、架け橋プログラムへの
理解と実践の促進を図る。就学前教育・保育施設及び小学校等教職員、
各市町村教育委員会・福祉部局就学前教育・保育担当課等を対象とし、
オンラインで研修を実施する。参加人数の上限は定めない。

G01-002 幼

架け橋期のカリキュラムの開発・実施に向けて、架け橋プログラムへの
理解と実践の促進を図る。就学前教育・保育施設及び小学校等教職員、
各市町村教育委員会・福祉部局就学前教育・保育担当課等を対象とし、
オンラインで研修を実施する。参加人数の上限は定めない。

G02-001 義
各市町村教育委員会及び各県立中学校から各１名を対象とする。指導主
事等が参加できない場合は道徳教育推進教師等が参加する。

G02-002 義
各校でＩＣＴを活用した教育推進の中核的な役割を担う教員等を対象と
する。令和５年度～７年度の３年間に県内全ての小・中学校（秋田市を
除く）及び義務教育学校から、各１名が参加する。

G02-003 義
中学校の教育相談担当又は生徒指導主事等を対象とし、スクールカウン
セラーの年間配置時数に応じて４年に１回の参加を基本とする。

G02-004 義
小学校、中学校、高等学校、特別支援学校においてキャリア教育推進の
役割を担う教員等を対象とする。各校の参加は３年に１回、１名の参加
を基本とする。

G02-005 義
県内の国立、県立、市町村立小・中学校及び義務教育学校の校長、副校
長、教頭及び教諭を対象とする。参加人数は、各教育事務所が管内の市
町村教育委員会と協議の上、決定する。

G02-006 義
小学校及び中学校の生徒指導主事を対象とし、参加人数は各教育事務所
が決定する。

G02-007 義

小学校において、生徒指導主事等、校内で生徒指導の中心的役割を担う
教員を対象とする。各校の参加は３年に１回、１名の参加を基本とす
る。参加したエリアカウンセラーと効果的な連携について協議すること
で、資質の向上を図る。

G03-001 高

ＡＬＴと日本人外国語担当教員が効果的なティーム・ティーチングにつ
いての研究協議を通して、指導力の向上を図る。
ＡＬＴ：ＪＥＴプログラムによる全参加者１３０名程度
小・義務教育学校前期：市町村教育委員会が推薦する教員１２名
中・義務教育学校後期：市町村教育委員会が推薦する教員１５名
高：高校教育課で指定する対象校の英語担当教員１５名

G03-002 高

外国語活動・外国語の指導方法の習得及び指導に必要となる英語運用能
力の向上を図る。国際教養大学との共催。
市町村教育委員会（秋田市を除く）が推薦する外国語活動・外国語の指
導を担当している教員３２名
※推薦とは別に受講を希望する教員８名以内

G03-003 高

中・高の英語担当教員が指導方法を共有し相互の理解を深め、指導力の
向上を図る。
中・義務教育学校後期：市町村教育委員会（秋田市を除く）が推薦する
英語担当教員１２名
高：高校教育課で指定する対象校の英語担当教員１２名

G03-004 高
学習指導要領の趣旨を確認するとともに、新しい英語教育に求められる
内容についての実践的な研修を通して、授業力の向上を図る。
市町村教育委員会（秋田市を除く）が推薦する英語担当教員１６名

G03-005 高
学習指導要領の趣旨を確認するとともに、新しい英語教育に求められる
内容についての実践的な研修を通して、授業力の向上を図る。
高校教育課で指定する対象校の英語担当教員１６名

G03-006 高

著名な講師による実践的な英語トレーニングを通して、教師の英語力及
び指導力の向上を図る。
小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の外国語（活動）担当教員の
うち希望する者

G03-007 高
各校で情報Ⅰ（科目代替を含む）を担当する教員を対象とし、オンライ
ンで研修を実施する。各校１名の参加を原則とするが、教科担任が複数
の場合には複数名の参加も認める。

G03-008 高
各校で情報Ⅰ（科目代替を含む）を担当する教員を対象とし、オンライ
ンで研修を実施する。各校１名の参加を原則とするが、教科担任が複数
の場合には複数名の参加も認める。

　各課で教育施策を推進する上で実施する研修等です。追って各課より実施に関する指示があります。なお、研修受講履
歴カードには「◇その他研修」に記載し、研修履歴として残してください。

研　修　等　名　称

架け橋プログラム研修会 I

架け橋プログラム研修会 II 

道徳教育パワーアップ協議会

ＩＣＴ活用リーダー研修

生徒指導総合支援事業連絡協議会

キャリア教育実践研究協議会

小・中学校教育課程研究協議会（北・中央・南）

生徒指導推進会議（北・中央・南）

小学校生徒指導研究協議会

外国語指導助手の指導力等向上研修（小・中・高）

小学校外国語教育集中実践セミナー

中高連携授業改善セミナー（中・高）

英語担当教員授業力向上研修（中学校）

英語担当教員授業力向上研修（高等学校）

授業に生かせる！　教師の英語力アップトレーニング（小・中・高・特）

「情報Ⅰ」プログラミング研修

「情報Ⅰ」データサイエンス研修
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G03-009 高
学校図書館活性化モデル校の司書教諭１名を対象とする。司書教諭が出
席できない場合は、図書館業務に関わる教諭等が参加する。

G03-010 高
学習サポーター配置校及び通級指導教室設置校の特別支援教育コーディ
ネーター等を対象とし、年に２回開催する。第２回協議会には、希望す
る各校の特別支援教育コーディネーターも参加することができる。

G04-001 特
特別支援学校の教諭のうち、各校で推薦を受けた者１名。学習の基盤と
なる資質・能力の言語能力の育成を図るため、国語科等を対象とした授
業研究会等を行う。

G04-002 特

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校の教員が、特別支援学校を会
場として授業参加、授業づくり等の体験的な研修や指導計画・指導方法
等について研修する。研修内容や研修時間は研修者のニーズに応じて柔
軟に対応する。

G05-001 保
公立の学校及び私立学校の教員等（管理職を含む）を対象として、参集
型で実施する。各校１名の参加とし、市町村立学校は各教育事務所が参
加者を選定する。

G05-002 保
公立の学校及び私立学校の教員等（管理職を含む）を対象として、参集
型で実施する。各校１名の参加とし、市町村立学校は各教育事務所が参
加者を選定する。

G05-003 保
公立の学校及び私立学校の教員等（管理職を含む）を対象として、参集
型で実施する。各校１名の参加とし、市町村立学校は各教育事務所が参
加者を選定する。

G05-004 保
公立の学校及び私立学校の教員等（管理職を含む）を対象として、参集
型で実施する。各校１名の参加とし、市町村立学校は各教育事務所が参
加者を選定する。

G05-005 保
公立の学校及び私立学校の教員等（管理職を含む）を対象として、参集
型で実施する。各校１名の参加とし、市町村立学校は各教育事務所が参
加者を選定する。

G05-006 保
小・中高等学校及び義務教育学校の体育・保健体育科を担当する教員を
対象とし集合型で研修を実施する。各校から１名の参加とする。

G05-007 保
小学校及び中学校の体育・保健体育科を担当する教員を対象とし、集合
型で研修を実施する。参加人数は各教育事務所と協議の上、決定する。

G05-008 保
中学校の保健体育科を担当する教員を対象とし、集合型での実技研修を
実施する。各校の参加は原則として３年に１回、１名の参加を基本とす
る。

G05-009 保
中学校及び高等学校の運動部運営を担当する教員（特別活動主任や運動
部顧問）を対象とし、集合型で研修を実施する。各校の参加は、原則と
して３年に１回、１名とする。運動部活動運営の中核となる教諭。

G05-010 保 新
小・中学校の体育・保健体育主任または、水泳指導を担当する教員を対
象とし､集合型で実技研修を実施する。各校の参加は原則として３年に
１回、１名の参加を基本とする。

研　修　等　名　称

学校図書館活性化モデル校協議会

高校生学校生活サポート事業及び通級指導教室担当者連絡協議会

授業づくりプロジェクト

特別支援学校体験研修

交通安全指導者研修会

災害安全指導者研修会

生活安全指導者研修会

「性に関する指導」指導者研修会／薬物乱用防止教育研修会

がん教育指導者研修会

小・中・高等学校学校体育担当者連絡協議会（北・中央・南）  

体育・保健体育指導者研修会（北・中央・南）

武道（柔道）における安全を重視した授業の在り方

運動部活動マネジメント研修会

水泳指導スキルアップ研修
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